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2020年春号（117号）をお届けします。

◇　新型コロナウィルスに感染した患者様、
また多くの影響を受けられた皆様に、心より
お見舞い申し上げ、一刻も早い事態の沈静化
をお祈り申し上げます。

◇　本年4月1日に、債権法の改正と相続法
の改正（配偶者居住権等の関係部分）が施行
されました。
　債権法については、明治29年（1896年）の
民法制定後、約120年間ほとんど改正されて
いませんでしたが、契約に関する規定を中心
にして、社会・経済の変化への対応を図るた
めの見直しと、裁判例の蓄積等により実務で
通用しているルールが明確となりました。
　また、相続法については、高齢化が進展し、
相続発生時における配偶者の年齢も相対的に
高齢化している中で、その保護の必要性から、
昭和55年（1980年）以来の実質的な大きな見
直しとなりました。
　本号では、「改正民法（債権法）と不動産
売買」を座談会、「相続法改正と不動産取引
―配偶者の居住に関する権利を中心に―」を
対談で取り上げ、掲載しています。これら改
正は、不動産売買や賃貸借等の不動産取引に
も大きな影響を及ぼすものであり、宅建業者、
消費者等の方々の、ご参考となれば幸いです。

◇　論考では、「土地所有権の放棄制度につ
いて」、「履行の着手」を掲載しました。
　「土地所有権の放棄制度について」は、法
務省の法制審議会の部会で検討が進められて
いる土地所有権の放棄制度について、具体的
な制度提案を行ったものです。
　また、「履行の着手」は、契約内容におけ
る履行行為等の重要性や、履行期と履行行為
が行われた時期等との関係性が重要となるこ
とから、裁判所が「履行の着手」と判断した
行為だけではなく、取引経過についても記載

しております。
　「土地所有権の放棄」や「履行の着手」を
考えるに当たって、これらもご参考となれば
幸いです。
� （三輪）
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